
 

 

皮膚バリア=肌のうるおい力（皮脂膜量と角質水分量） 

 

毛細血管（細胞への栄養分・酸素・水分供給）

毛細リンパ管（細胞からの老廃物などの回収）
 
基底細胞が正常に細胞分裂するためには、毛細
血管と毛細リンパ管との間で物質循環は重要。 

表皮間質液循環： 
細胞へ栄養素を運ぶとともに老廃
物を運び去っている。 

汗口毛穴 

ランゲルハンス細胞

メラノサイト 

NMF(天然)保湿因子）

セラミド

エラスチン

基質：水分・ 
ヒアルロン酸 

コラーゲン

線維芽細胞： 
コラーゲン・エラスチン・
ヒアルロン酸を産生。 

水分 
皮脂膜量  

角質 
水分量  

表情筋： 
表情筋は、筋運動を支配し
ている体性神経系の影響
を受けるが、副交感神経の
顔面神経が支配している。 
表情筋が硬直すると、血
液・リンパの流れが滞留
し、皮膚温低下。 

皮下脂肪

基底細胞： 

細胞分裂約 2週間（年

齢で変化）経過後、こ

の細胞が上へ上へと規

則性をもって分化しな

がら押し上げられ最終

的に角質細胞になる。 

有棘細胞： 

セリン（アミノ酸）と

パルミチン酸（飽和脂

肪酸）から種々の酵素

の働きでセラミドが形

成される。 

顆粒細胞： 

NMF の素となるたんぱ

く質が蓄えられる。

角質細胞 

皮脂膜 



 

 

皮膚バリア＝肌のうるおい力ができる仕組み 

 

視床下部 

大脳皮質 

副交感神経 

交感神経 
アドレナリン 

アセチルコリン 
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脊髄 

交感神経幹 

延髄 

胸髄 

アセチルコリン

神経節 

交感神経：機能を亢進 
「非常時の神経」とも呼ばれ、活動に有利な状態にする
ための作用が全身の器官に一斉にあらわれる。交感神経
繊維の神経伝達物質は、節前線維はアセチルコリン（皮
脂・汗分泌機能促進）ですが、節後繊維は機能を亢進す
るため、アドレナリンまたはノルアドレナリン（立毛筋
収縮・表情筋収縮・体表面の血管収縮）が神経伝達物質
となる。 

大脳皮質に伝わった刺激を間脳視床下部（本能）が判断し
前頭連合野（思考）がゴーサインを出す。このとき、視床
下部の判断が優先するか、あるいはゴーサインが優先する
か、優先した指令が自律神経系を通して器官に作用する。

前頭 
連合野 感覚中枢 

皮膚感覚 

副交感神経：機能を休息・回復 
特定の器官に限定的に作用し、休息・回復を行う。 
副交感神経では、節前、節後神経共にアセチルコリンが
神経伝達物質です。皮脂・汗分泌機能促進・立毛筋弛緩・
表情筋弛緩・体表面の血管拡張など。 
 
※アセチルコリンレセプターは全ての器官に存在する。
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運動中枢 

アドレナリン 


